
近頃話題になってるスポット！

　
別
名
ラ
ピ
ュ
タ
島
と
も
言
わ
れ
て
い

る
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
か
つ
て
旧
日
本

軍
の
要
塞
施
設
だ
っ
た
こ
の
島
に
は
砲
台

跡
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
遺
跡
の
独

特
な
雰
囲
気
が
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
「
天

友ヶ島

空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
に
似

て
い
る
と
ネ
ッ
ト
で
話
題

に
な
り
、
一
気
に
超
人
気

ス
ポ
ッ
ト
に
。
自
然
豊
か

な
無
人
島
で
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
気
分
に
浸
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

乗るだけで「めでたい気分」♪

　
南
海
電
鉄
・
加
太
線
の
紀

ノ
川
駅
か
ら
加
太
駅
を
結
ぶ

線
・
愛
称
「
加
太
さ
か
な
線
」。

そ
の
線
を
泳
ぐ
の
は
二
つ
の

『
め
で
た
い
で
ん
し
ゃ
』
ピ
ン

ク
色
の「
さ
ち
」と
水
色
の「
か

い
」。
魚
型
の
つ
り
革
や
鯛
模

様
の
シ
ー
ト
な
ど
め
で
た
い

気
持
ち
に
な
る
縁
起
物
を
た

めでたいでんしゃ 検索

海の生き物型のつり革
裏側におみくじ付き
＊ひみつ＊
各車両に一つハート型
のつり革があるよ

淡嶋神社

http://www.kada.jp/awashima/詳しくはホームページへ

ひな流しで有名な「女性のための神様」

　
奉
納
さ
れ
た
雛
人
形
を
乗
せ

た
白
木
舟
を
海
へ
と
送
り
出
す

「
雛
流
し
」
の
神
事
が
行
わ
れ

る
淡
嶋
神
社
。
婦
人
病
や
安
産

祈
願
な
ど
女
性
の
神
様
と
し
て

有
名
な
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

が
あ
る
と
口
コ
ミ
で
広
が

り
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
有
名
に
。
中
で
も
お

ス
ス
メ
は
願
い
事
を
唱
え

な
が
ら
柱
の
穴
を
く
ぐ
り

紀文の帆柱

く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
か
わ
い

い
車
内
は
乗
る
だ
け
で
め
で

た
い
気
分
に
♪

　
３
月
31
日
に
は
「
さ
ち
」

と
「
か
い
」
の
子
ど
も
が
デ

ビ
ュ
ー
し
運
行
を
開
始
す
る

予
定
。
ま
す
ま
す
「
め
で
た

い
」、「
楽
し
い
」
紀
州
加
太

か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

抜
け
る
と
叶
う
と
言
わ
れ

て
い
る
「
紀
文
の
帆
柱
」。

一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

全
国
か
ら

多
く
の
参

拝
者
が
訪

れ
て
お
り
、

最
近
で
は

縁
結
び
や

恋
愛
成
就

の
ご
利
益

2F レストランから友ヶ島を望む

加太淡嶋温泉「天空の湯」 今
回
ご
紹
介
す
る
「
紀
州
加
太
」
は
ほ
ん
の
少
し
南
へ
足
を

伸
ば
す
だ
け
。
日
常
の
疲
れ
を
癒
し
に
ぜ
ひ
行
き
た
い
場
所
。

露天風呂から見える景色に心ときめく

休暇村　紀州加太

☎︎ 073-459-0321

絶景・絶品・夕陽のアート

この時期ならではの
天然桜鯛ミニ御膳（昼）

館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
か
ら
見
る

景
色
の
美
し
さ
は
心

に
染
み
る
。

ス
タ
ッ
フ
お
す
す
め
！

和
歌
山
市
　
加
太

の
ん
び
り
、ゆ
っ
た
り
、
南
の
ち
い
さ
な
旅

加太観光協会　☎ 073-459-0003

3 月 2日土

3月 3日日

桜鯛祭り

雛流し（淡嶋神社）

加太港に水揚げされた新鮮な
魚介の即売会★
鯛ラーメン・鯛丼などのグル
メ満載の楽しいイベント

磯汁 無料
（先着 100 名様）

ま
た
、
湯
船
に
浸
か
る
と
、

紀
淡
海
峡
と
湯
面
が
一
体

化
す
る
露
天
風
呂
で
極
上

の
ひ
と
時
。
宿
泊
で
ゆ
っ

た
り
も
良
し
、
日
帰
り
で

も
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

　
紀
淡
海
峡
の
絶
景
が
楽
し

め
る
ホ
テ
ル
「
休
暇
村
紀
州

加
太
」。
全
国
の
休
暇
村
の

中
で
も
見
晴
ら
し
の
良
さ
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
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『JCI 認証』取得
世界で最も厳しい医療施設機能評価

岸和田徳洲会病院

　
岸
和
田
徳
洲
会
病
院

（
岸
和
田
市
加
守
町
）
で

は
、
昨
年
12
月
に
米
国

の
国
際
的
な
医
療
施
設

機
能
評
価
機
構
で
あ
る

「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
」
の
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
は
、
医

療
の
質
と
患
者
安
全
の

継
続
的
な
改
善
を
目
的

に
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
が
実
施
し

て
い
る
第
三
者
評
価
。

　
審
査
項
目
は
約

１
２
０
０
も
あ
り
、
世

界
で
最
も
厳
し
い
医
療

施
設
機
能
評
価
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
日
本
国
内
で
は

28
の
施
設
が
取
得
し
て

お
り
、
徳
洲
会
グ
ル
ー

プ
で
は
８
施
設
取
得
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
同
病
院
で
は
取
得
に

向
け
、
一
昨
年
12
月
に

キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
実

施
し
、
翌
１
月
か
ら
１

年
の
時
間
を
準
備
に
充

て
ま
し
た
。
　
　

　「
大
変
な
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
め
た
こ
と
が
短

期
で
認
証
を
取
得
す
る

こ
と
に
繋
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全

職
員
が
協
力
し
た
証
で

す
」
と
Ｊ
Ｃ
Ｉ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
佐
藤
係
長
。

　
今
回
の
『
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認

証
』
の
取
得
に
よ
っ
て

高
い
評
価
を
受
け
た
同

病
院
。
今
後
ま
す
ま
す

安
心
安
全
な
医
療
を
提

供
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

正面玄関の壁にかけられて
いる『JCI 認証』

岸
和
田
徳
洲
会
病
院

☎︎
０
７
２
（
４
４
５
）
９
９
１
５

認証決定時に全スタッフで記念撮影

〒596-0821 岸和田市小松里町 2497
「にこにこ新聞プレゼント係」まで

★3/11 必着

★読者プレゼント応募方法
①ご希望のプレゼント名
②この号でよかった記事、広告
③にこにこ新聞をどこで入手しましたか？
④あなたの興味のある趣味や習い事は？
⑤住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、
　おハガキにてご応募下さい。

生徒募集

前田暁彦木彫展　Spirits of Japan
　　　   〜さかい春の陣〜

他、彫り物を持って触れるコーナーや本物のだん
じりの屋根（地上 30㎝）の上で踊れる大工方体験、
フリーマーケット、だんじりグッズ販売など

3 月 23 日（土）・24 日（日）
大仙公園（堺市）
メ イ ン 会 場 ：いこいの広場
木彫展示会場：日本庭園・和室

＊だんじりの彫り物をじっくり
　ご覧いただけます（24 日）

【お問合せ】☎ 072-424-2470 木彫前田工房

ステージプログラム 23 日（土）18 時〜

　桜花爛漫スペシャルコンサート
   　ゲスト稲本 渡・友情出演  秋川雅史

墨
相
画

大
谷
笙
紅
展

       

〜
魂
の
ふ
る
さ
と
を
求
め
て
〜

第
71
回
　
市
立
貝
塚
病
院

　
市
民
公
開
講
座

貝
塚
み
ず
ま
春
フ
ェ
ス
タ

日 

時
　
３
月
24
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
＊
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

場 

所
　
貝
塚
市
水
間
寺
周
辺

♣️
水
間
寺
境
内
　
え
ん
む
す
び
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
愛
染
堂
で
モ
テ
メ
イ
ク
体
験
、

三
重
塔
で
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｕ
さ
ん
に
よ
る
カ
ッ

プ
ル
祝
福
等
。

♣️
水
間
鉄
道
　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
乗
る
イ
ベ

ン
ト
電
車
（
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
必
要
）

《
メ
イ
ン
会
場
》　
水
間
公
園

物
産
展
・
よ
さ
こ
い
ス
テ
ー
ジ
・
つ
げ
さ

ん
ふ
わ
ふ
わ
（
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）・

ド
ロ
ー
ン
で
上
空
か
ら
の
記
念
写
真
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
他
多
数

【
お
問
合
せ
先
】　

商
工
観
光
課

　
　
☎
０
７
２
（
４
３
３
）
７
１
９
２

　　  来場！
　●恋人の聖地
　　 親善大使
タレント IMALU さん

日 

時
　
３
月
25
日
（
月
）

　
　
　 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場 

所
　
市
立
貝
塚
病
院
　
７
階
講
義
室

テ
ー
マ    

肝
胆
膵
疾
患
の
腹
腔
鏡
下
手
術

　
　   

〜
胆
石
か
ら
肝
臓
・
膵
切
除
ま
で
〜

講 

師
　
外
科  

金
　
鏞
国

＊
参
加
費
　
　
無
料
（
定
員
70
名
）

申 

込  

市
立
貝
塚
病
院  

地
域
医
療
連
携
室
　

     

電  

話  

０
７
２
（
４
２
２
）
５
８
６
５

      

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
２
（
４
３
９
）
６
０
６
１

     

来  

院  

１
階
総
合
案
内

「
こ
う
考
え
る
と
楽
に
な
る
か
ら
」
20
代
の
時
、

上
司
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
　 

（
49
才
女
性
）

言
霊

何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
言
葉

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
良
い
行
い

や
良
い
言
葉
は
良
い
結
果
に
な
っ
て
戻
っ
て
く

る
気
が
す
る
か
ら                   

（
55
才
女
性
）

気
は
使
う
も
の
で
は
な
く
、
配
る
も
の

腹
を
く
く
る

子
育
て
で
い
ろ
い
ろ
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

時
が
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
こ
か
で
区
切

り
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
　
　（ 

54
才
女
性
）

感
心
・
感
動
・
感
謝

私
の
人
生
『
三
感
王
』
で
す
　
　 

（
72
才
男
性
）

朝
の
来
な
い
夜
は
な
い

何
度
も
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
　 

（
68
才
女
性
）

＊
他
、「
七
味
・
五
悦
・
三
会
」「
沈
み
ゆ
く
夕
日

も
ま
た
美
し
い
」
等
、
た
く
さ
ん
の
座
右
の
銘
を

頂
き
ま
し
た
。
に
こ
に
こ
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

座右の銘　　〜2月号読者ハガキより
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今
回
は
、
介
護
を
主
に
し
て

い
た
方
に
対
し
て
の
「
遺
産
分

割
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
例
え
ば
長
男
の
嫁
だ
か
ら

な
ど
の
理
由
で
、
お
嫁
さ
ん
が

当
然
の
よ
う
に
介
護
を
強
い

ら
れ
て
き
た
場
合
で
も
、
改
正

前
は
遺
産
分
割
と
な
る
と
お

嫁
さ
ん
は
対
象
外
で
し
た
。
で

す
が
改
正
後
は
相
続
人
で
な

い
親
族
（
こ
の
場
合
、
嫁
）
で

も
無
償
で
介
護
や
看
病
に
貢

献
し
て
い
た
場
合
に
は
、
遺
産

分
割
の
請
求
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
介
護
の
苦
労

が
報
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す

介
護
を
し
て
い
た
方
に
対
し
て
の

　
　
　
　
　
　「
遺
産
分
割
」
に
つ
い
て

が
、
親
族
以
外
の
第
三
者
は
そ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

請
求
先
は
義
理
の
兄
弟
姉
妹
と
な

る
と
現
実
は
厳
し
い
も
の
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
40
年
ぶ
り
の
相

続
法
改
正
は
高
齢
化
が
進
む
介
護

問
題
の
実
情
に
寄
り
添
う
も
の
で

評
価
で
き
ま
す
。
ま
す
ま
す
複
雑

と
な
る
相
続
な
ど
に
つ
い
て
専
門

家
に
事
前
に
相
談
す
る
の
も
ト
ラ

ブ
ル
回
避
の
方
法
の
一
つ
で
す
。

【
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
】

（
株
）
Y
S
ホ
ー
ム　
（
関
）

☎︎
０
８
０
０
（
８
８
８
）
８
３
５
８

　
美
し
い
海
辺
の
南
紀
白
浜
で
生

ま
れ
た
絶
品
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

『
ナ
ギ
サ
ビ
ー
ル
』。
地
元
の
名
水

「
南
紀
白
浜 

富
田
の
水
」
を
使
っ

た
こ
の
ビ
ー
ル
は
、
麦
芽
や
ホ
ッ

プ
の
配
合
に
も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、

深
さ
の
中
に
も
飲
み
や
す
さ
が
あ

る
と
人
気
。

　
三
段
壁
近

く
の
い
そ
ぎ

公
園
に
あ
る

ナ
ギ
サ
ビ
ー

ル
の
工
場
は
、

予
約
を
す
れ

ば
見
学
も
で

き
、
ま
た
、
工

場
内
に
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
で
出
来
立
て
の
ビ
ー
ル
も
味

わ
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
お
す
す
め
は
、
千
畳
敷
と

三
段
壁
を
結
ぶ
道
路
沿
い
に
あ
る
直

営
レ
ス
ト
ラ
ン
「
バ
ー
リ
ィ
」。

と
て
も
お
し
ゃ
れ
な
空
間
が
広
が

り
、
こ
こ
で
頂
く
シ
ェ
フ
こ
だ
わ
り

の
料
理
と
ナ
ギ
サ
ビ
ー
ル
は
最
高
！

季
節
限
定
の
ビ
ー
ル
も
あ

り
、
今
は
和
歌
山
名
産
の
み

か
ん
の
ビ
ー
ル
が
楽
し
め
ま

す
。
ほ
の
か
に
み
か
ん
の
風

味
が
香
る
逸
品
で
す
。
ぜ
ひ

ご
賞
味
を
！ナギサビール 6 本

      飲み比べセット

【ナギサビール株式会社】 
 ☎ 050-3820-8958　
和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町

2927-220　

【バーリィ】
☎ 0739-43-7373
和歌山県西牟婁郡白浜町
927-557　

2 名読者プレゼント

工場内のバーカウンター

ご希望の方は、
2 面の応募欄を
ご覧ください。

● 講　師   (医) 良秀会  藤井病院
      　　     腎・透析センター長     雑賀 保至（腎臓専門医）
　　　　     栄養科              　    下出 真知子（管理栄養士）
● 内   容   透析導入を遅らすための食事療法について
● 参加費    無料

● 日　時   3 月 31 日（日）　午前 9 時 30 分〜12 時　

【申し込み・お問合せ】     藤井病院・栄養科 
　　　　　　　　  ☎ 072-436-5101（内線）6002● 会　場   老人保健施設「華」1 階  （藤井病院向い）

国道 26 号線
至
堺

洋服青山

小
松
里
西

     
交
差
点

なか卯

岸和田
 産高

西
之
内
町
東

       

交
差
点 光陽中

関西電力
 岸和田

至
和
歌
山

至
ナ
ン
バ 紀陽銀行

南海本線
和泉大宮

GS

至
和
歌
山

旧 26 号線

変電所
藤井病院

老人保健施設「華」

　

　
私
た
ち
が
健
康
に
生
き
て
い

く
た
め
に
大
切
な
食
事
。
健
全

な
食
生
活
は
、
多
く
の
病
気
の

予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

　
藤
井
病
院
の
雑
賀
先
生
は

「
食
事
療
法
で
病
気
は
改
善
、

予
防
で
き
る
」の
理
念
を
基
に
、

定
期
的
に
「
腎
臓
病
教
室
」
を

開
催
、
毎
回
１
０
０
名
近
く
の

方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悪
化
を
防
ぐ
に
は
「
食
事
療

法
」
が
最
も
効
果
的
と
い
う

腎
臓
病
。
早
い
時
期
に
発
見

し
、
食
事
や
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
腎

臓
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
低
た
ん
ぱ
く
、
減
塩
食
は
継

続
す
る
の
が
な
か
な
か
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
勉
強
会

で
は
管
理
栄
養
士
さ
ん
指
導
の

も
と
、
毎
日
の
食
事
を
い
か
に

負
担
な
く
す
る
か
を
テ
ー
マ
に

食
事
療
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

な
っ
て
お
り
「
こ
ん
な
に
簡
単

で
美
味
し
く
で
き
る
献
立
が

あ
っ
た
ん
だ
。
辛
く
な
い
食
事

療
法
が
学
べ
る
」
と
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
食
事
療
法
の

他
『
腎
臓
病
に
対
す
る
正
し
い

知
識
』
と
『
な
ぜ
食
事
療
法
が

必
要
な
の
か
』
を
お
話
し
て
く

れ
ま
す
。
実
際
に
参
加
さ
れ
た

方
か
ら
「
腎
臓
病
と
い
う
難
し

い
内
容
を
本
当
に
わ
か
り
や
す

く
話
し
て
く
れ
る
」「
病
気
の

こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
病
気
に
対
す
る
不
安

が
な
く
な
っ
た
」と
い
う
声
が
。

　「
患
者
さ
ん
自
身
が
正
し
く

理
解
し
、
納
得
し
た
上
で
取
り

組
む
こ
と
で
食
事
療
法
は
大
変

効
果
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま

す
」
と
雑
賀
先
生
。

　
腎
臓
専
門
医
が
行
う
こ
の
勉

強
会
に
参
加
し
て
「
腎
臓
病
と

正
し
い
食
事
療
法
」
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
？

医療法人　良秀会　藤井病院

雑賀　保至  先生

正
し
く
学
ぼ
う
！

正
し
く
学
ぼ
う
！
腎
臓
病
と
食
事
療
法

腎
臓
病
と
食
事
療
法

低タンパク料理とは
思えない見た目も美
しく美味しい料理。

第 66 回  患者さんのための腎臓病教室

泉
州
の
昔
話
を
語
る

　
や
ま
ど
り
ク
ラ
ブ
「
第
16
回
発
表
会
」

日 

時
　
３
月
16
日
（
土
）
13
時
半
〜
15
時
半

場 

所
　
岸
和
田
市
立
山
直
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

＊
入
場
無
料

『
生
の
声
で
ほ
っ
こ
り
心
に
届
く

ふ
る
さ
と
の
昔
話
』
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】　

☎
０
７
２
（
４
４
４
）
６
８
６
７
（
藤
田
）

大
谷
笙
紅
展

       

〜
魂
の
ふ
る
さ
と
を
求
め
て
〜

日 

時
　
３
月
26
日
（
火
）
〜
３
月
31
日
（
日
）

　
　
　 

10
時
〜
17
時

場 

所
　
岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル

　
　
　 

１
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

【
お
問
合
せ
先
】
ア
ト
リ
エ
・
笙
紅
教
室　

        

☎
０
７
２
（
４
２
３
）
３
４
５
９

日 

時
　
３
月
25
日
（
月
）

　
　
　 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場 

所
　
市
立
貝
塚
病
院
　
７
階
講
義
室

テ
ー
マ    

肝
胆
膵
疾
患
の
腹
腔
鏡
下
手
術

　
　   

〜
胆
石
か
ら
肝
臓
・
膵
切
除
ま
で
〜

講 

師
　
外
科  

金
　
鏞
国

＊
参
加
費
　
　
無
料
（
定
員
70
名
）

申 

込  

市
立
貝
塚
病
院  

地
域
医
療
連
携
室
　

     

電  

話  

０
７
２
（
４
２
２
）
５
８
６
５

      

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
２
（
４
３
９
）
６
０
６
１

     

来  

院  

１
階
総
合
案
内

「
き
ん
ち
ゃ
く
家
」
で
、
い
か
な
ご
の

か
き
揚
げ
丼
な
ど
い
ち
早
く
ご
提
供
。

ま
た
「
魚's IK

A
R

I

」
で
は
、
ど
こ
よ
り
も

早
く
獲
れ
た
て
の
い
か
な
ご
を
販
売
し
ま
す
。

◆
地
蔵
浜
み
な
と
マ
ル
シ
ェ  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　   

日 

時
　
３
月
24
日
（
日
）

春
の
訪
れ
、
い
か
な
ご
漁
解
禁
！

大
阪
府
鰮
巾
着
網
漁
業
協
同
組
合

☎
０
７
２
（
４
３
２
）
２
５
１
８

『地蔵浜みなと』
　 だより

    

【
お
問
合
せ
】
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乳がんは早期発見が重要！ 市立岸和田市民病院

　
乳
が
ん
の
患
者
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
日

本
人
女
性
の
11
人
に
１
人

が
乳
が
ん
と
な
る
時
代
で

す
。
早
期
乳
が
ん
の
５
年

生
存
率
は
96
％
と
大
変
良

好
で
す
が
、
や
は
り
が
ん

は
生
命
に
関
わ
る
病
気
。

乳
が
ん
か
ら
身
を
守
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
乳
が
ん
に
な
り
や
す
い

因
子
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
肥
満
、
運
動
不
足
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
過
度
な

飲
酒
を
避
け
、
定
期
的
な

運
動
習
慣
に
よ
り
適
正
体

重
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ

り
、
乳
が
ん
に
か
か
る
危

険
性
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
た
だ
し
、

い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
も
が

ん
を
100
％
予
防
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
早

期
発
見
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
乳
が
ん
の
早
期
発
見

に
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
が
有
効
で
す
。
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
で
発
見
さ
れ
る

乳
が
ん
の
70
％
以
上
は
早

期
が
ん
で
す
。
た
だ
し
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
に

は
不
利
益
も
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
不
利
益
と
し
て
、

が
ん
で
は
な
い
の
に
精
密

検
査
と
な
る
こ
と
が
少
な

く
な
い
こ
と (

偽
陽
性)

、

命
を
脅
か
す
こ
と
が
な
い

乳
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と (

過
剰
診
断) 

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
公
開
講
座
で
は
、

増
え
て
き
て
い
る
乳
が
ん

の
実
態
、
乳
が
ん
に
罹
り

に
く
く
す
る
生
活
習
慣
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の

利
益
と
不
利
益
に
つ
い
て

詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

日本外科学会専門医・指導医　日本乳癌学会乳腺専門医・指導医
日本がん治療認定機構暫定教育医　日本がん治療認定医機構がん治療認定医
検診マンモグラフィ読影認定医（A）　日本臨床腫瘍学会暫定指導医

乳腺外科部長　吉村  吾郎  医師

笑顔をお届け♪身近な街の情報紙　にこにこ新聞

美容医療
「ドクターグランプリ１位 」受賞

東京皮膚科・形成外科
　　　 総院長
    池田  欣生先生

　
和
泉
市
に
あ
る
い
け
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
和
泉
市
）
の
池
田
総
院

長
が
雑
誌
「
美
Ｓ
Ｔ
　
美
容
ド
ク

タ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
１
位
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ク
タ
ー

順
位
と
合
わ
せ
て
、
美
容
医
療
の

総
合
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。「
情

報
量
と
技
術
力
を
武
器

に
今
年
も
ト
ッ
プ
を
走

り
続
け
る
覚
悟
で
す
」

と
池
田
総
院
長
は
話
さ

れ
ま
す
。

　

旧
岸
和
田
城
内
の
新
御
茶
屋
跡
に
、
旧
寺
田
財

閥
当
主
家
別
邸
と
し
て
建
設
さ
れ
た
「
五
風
荘
」。

日
本
建
築
の
粋
を
こ
ら
し
た
主
屋
と
回
遊
式
日
本

庭
園
を
有
す
る
広
大
な
敷
地
は
圧
巻
で
す
。

と
っ
て
も
気
に
な
る
！？
　

　
新
「
五
風
荘
」　

　

4
月
１
日
よ
り
（
株
）
岸

和
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
よ

る
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
「
五
風

荘
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

新
た
な
「
五
風
荘
」
の
魅
力

を
開
設
準
備
室
の
担
当
者
に

う
か
が
い
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
お
料
理
で
す
か
？

　

懐
石
料
理
が
メ
イ
ン
で
す
。
お
部
屋
は
ご
予

約
を
中
心
に
、
五
風
荘
の
優
美
な
庭
を
眺
め
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
会
食
し
て
頂
け
ま
す
。。
こ
ち

ら
は
ち
ょ
っ
と
し
た
行
事
ご
と
か
ら
、
お
祝
い

事
ま
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
昼
の

メ
ニ
ュ
ー
も
２
０
０
０
円
か
ら
ご
提
供
。
旬
の

食
材
で
季
節
感
を
演
出
し
ま
す
。

◆
お
庭
に
出
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
通
り
庭
園
の
散
策
は
無

料
で
で
き
ま
す
。
趣
の
あ
る
茶
室
も
地
域
の

方
々
に
手
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め

て
い
ま
す
。

◆
新
た
な
五
風
荘
の
魅
力
は
？

　

食
材
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
老
舗
の
お
土
産

品
な
ど
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
岸
和
田
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
新
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
地
域
の

皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
く
新
た
な
五
風
荘
に
ご

期
待
下
さ
い
。

　子どもが成長するということは親か
ら離れ自立していくことですが、この
親離れを、決して急いではなりません。 
　子どもは本来、母親に対する鋭い感
受性を持っています。衣食住の生活欲
求にもまして、触れ合い、眼差し、微
笑み、語りかけというスキンシップと
コミュニケーションによって充たされ
るものです。子どもは愛されることを
確認することによって、自信を得、頭
･ 心・体がフル活動し、周りの環境を
丸ごと吸収し、人格を形成していくの
です。 
　親の愛情を充分に受けて育った子は
成長と共に他人を信じ、社会を信じ、
人間交流に積極的な、行動力のある明
るい人格が育ちます。その結果、親離
れや自立が早く進むのです。親が子に
するべきことは、子どもの信頼を得る
こと。そして、いつでも帰ることので
きる故郷となり、愛情溢れる存在にな
ることです。どうぞ、子育てを楽しみ
ましょう。 

『子育ては、親子の信頼関係が基本』 

学校法人大阪初芝学園

はつしば学園小学校
校長　 加藤　武志


